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恒例の白石夏まつりが8目11・12の両日行われました。
ライトアッブされた白石城下で初めて行われた夏まつりには、パレードに
18団体が参加し、パレード・花火大会併せて31，000人が見物に訪れました。

パレードは、大人の部・セコム工業株式会社、子供の部・上郡山地区子供会
がそれぞれ優勝しました。
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（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
筋
を
あ
ら
わ

し
た
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
）
策
定
の
際
に
行

っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
一
番
要
望
の
強
か
っ
た
体
育
館
、
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
も
っ
た
複
合
施
設
で
す
。

し
か
し
建
設
地
域
は
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す

の
で
、
単
に
こ
の
二
つ
の
複
合
施
設
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
都
市
情
報

発
信
受
信
機
能
」
を
も
ち
、
白
石
か
ら
日
本
全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ

と
白
石
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
大
き
な
使
命
を
担
っ
た
施
設

に
な
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

弍

　7月21日に行われた起工式で川井市長が
力強く鍬入れを行いました。
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そ
こ
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
、

さ
ら
に
は
メ
ッ
セ
対
応
型
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
を
可
能
に
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
殿
堂
プ
ラ
ス
既
存
の
産
業
を
活
性
化

さ
せ
、
新
た
な
産
業
を
呼
び
起
こ
し
、

情
報
の
中
心
と
な
り
な
が
ら
地
域
経
済

の
活
力
を
生
み
出
す
、
い
わ
ば
起
爆
装

置
と
な
る
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

図
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

は
総
ガ
ラ
ス
張
り

　
入
り
口
に
は
い
る
と
ホ
ー
ル
が
あ
り
、

左
手
が
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
リ
ー
ナ
、
右
手

が
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ホ
ー
ル
は
メ
ッ
セ
の
年
間
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
白
石
の

都
市
情
報
や
文
化
行
事
等
の
ビ
デ
オ
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　
右
手
に
は
「
宇
宙
卵
」
を
思
わ
せ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
カ
フ
ェ
が
宙
づ
り
に

さ
れ
、
緩
や
か
な
大
階
段
が
人
々
を

ホ
ー
ル
入
り
口
に
誘
導
し
ま
す
。
入
り

口
付
近
に
は
ド
リ
ン
タ
サ
ー
ビ
ス
の
カ

ウ
ン
タ
ー
等
を
配
置
し
た
広
々
と
し
た

ピ
ア
ノ
ノ
ビ
レ
（
主
階
）
が
あ
り
総
ガ

ラ
ス
張
り
で
白
石
の
町
並
み
や
遠
く
蔵

王
連
峰
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
世
界
で
初
め

て
の
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

音
響
は
わ
が
国
の
ホ
ー
ル
で
最
大
の
残

響
時
間
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
唯
一
の

オ
ル
ガ
ン
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
可
能

な
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
天
井
を
高
く
し
て
残
響
時
間

を
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
ホ
ー
ル
全

体
が
楽
器
の
よ
う
に
な
る
感
覚
を
大
切

に
し
た
音
響
空
間
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
ス
テ
ー
ジ
の

裏
が
開
け
ら
れ
、
ア
リ
ー
ナ
空
間
と
連

続
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
芸
術
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
入
り
口
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
な
ど
に
至
る
空
間
は
、

大
き
な
透
明
ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
て
外
界

と
接
し
て
い
る
た
め
、
外
部
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
か
ら

入
々
が
人
々
が
内
部
の
に
ぎ
わ
い
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
バ
ス
ケ
ツ
ト
コ
ー
ト
か

4
面
と
れ
る
ア
リ
ー
ナ

　
入
り
口
左
手
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
リ
ー

ナ
は
体
操
競
技
や
新
体
操
、
あ
る
い
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
各

種
室
内
ス
ポ
ー
ツ
の
需
要
に
十
分
応
え

る
広
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
メ

ッ
セ
（
見
本
市
や
広
土
間
形
式
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
）
、
各
種
会
議
や
学
会
、

さ
ら
に
は
祭
り
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ア
リ
ー
ナ
で
は
観
客
席
に
自
由

度
を
持
た
せ
（
可
動
席
）
、
コ
ー
ト
に
近

く
観
客
席
を
設
営
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
臨
場
感
や
一
体
感
を
高
め
る
配
慮

を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
に
不
評

な
二
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
席
を
な
く
し
、

欧
米
で
主
流
の
コ
ー
ト
と
同
じ
高
さ
の

ス
タ
ン
ド
設
定
と
し
て
い
ま
す
。
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駐
車
場

　
大
規
模
な
駐
車
場
は
、
自
動
車
だ
け

が
並
ぶ
無
味
乾
燥
な
光
景
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
各
駐
車
ス
ペ
ー
ス
ご
と
に
樹

木
を
植
え
て
い
く
こ
と
で
、
緑
に
包
ま

れ
た
駐
車
場
に
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
入
り
口
前
の
並
木
の
間
で

は
「
の
み
の
市
」
や
「
朝
市
」
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す

．

図
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し
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利
用

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
と
ア
リ
ー
ナ

の
一
体
的
な
利
用
や
多
目
的
な
利
用

等
、
柔
軟
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
極
め
て
単
純
な
平
面

構
成
を
採
用
し
た
こ
の
（
仮
称
）
ホ
ワ

イ
ト
メ
ヴ
、
セ
に
は
、
他
に
例
の
な
い
新

し
い
建
物
と
し
て
、
近
未
来
の
新
し
い

利
用
（
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
開
発

し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
、

■用語解説

コンベンション【Convention】

　集会・会議や、見本市・展示会など比較的大規模

な催し。

アリーナ【Arena】

　（もと古代ローマの円形競技場の中央の砂を敷い

た闘技場のこと）舞台を、観客席か四方から取り囲

む形式のホールやスポーツ施設

メッセ【Messeドイツ】
　見本市。特に、国際工業見本市・万国物産展。

カフェ【Cafeフランス】
　（コーヒーの意〉，主としてコーヒーその他の飲料

を供する店．わが国ては幕末の横浜に始まり、東京

では1888年（明治21〉上野で開店した可否（カツ
ヒー）茶館か最初。珈王非店。喫茶店、

　－濃』1…一i二』季，、でズ貧一
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体操競技　　客席　2，000席

廃慰博
善』」

晃
㌧
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罪

バスケットボール公式試合

一藁§強寵』一一

一一r－1’誕1一　　　　　　　噸、＿』ニコ皿
メッセ・コンベンション　　6，800m2

イベント　　客席　2，600席

に一罪薦裏睾騒藝
1蓑 』lrr□『

市民利用　　客席　700席

圏施設概要

　①体育館　アリーナ面積5，13r（バスケットボール4面、バレーボー

　　　　　ル4面、室内テニス4面、移動観客席2，048席〉

　②コンサートホール　客席・ステージ面積890m’、客席618席、ステージ

　　　　　　　　　（幅20－I　I　m、奥行8m）、ステージ背面壁可動開放

　③コーヒーハウス　軽食・ドリンク　48席

■駐車場一般220台、バス8台、その他22台計250台

■庫面積1F－9，856．42m’

　　　　　　2F－2，550．02m］

　　　　　　3F－　527．53m1

　　　　　4F－　　59．81m’

■延床面積　12，993，78m｝

■総事業費　約80億8，600万円

　　　　　　（用地購入費を含む）

■計画地白石市鷹巣地内
■敷地面積　30，000m’

■道路幅員　全面道路16m

□主体構造　鉄骨造・一部鉄筋コンクリート造

　　　　　　（耐火建築物〉

’規　　模　地上4階建、最高高さ20．3m
■建築面積　10，946．87m1



　
今
年
は
、
終
戦
五
十
年
の
節
目
の
年

る
。
八
月
一
日
に
は
、
戦
後
初
め
て
、
宮

宮
城
県
遺
族
会
の
共
催
に
よ
り
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
十
五
日
に

は
、
宮
城
県
護
国
神
社
の
臨
時
大
祭

に
お
招
き
を
受
け
た
。
昭
和
一
桁
に

生
ま
れ
、
旧
制
中
学
校
一
年
の
年
に

敗
戦
を
迎
え
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ

ら
の
行
事
は
、
感
無
量
な
も
の
が
あ

っ
た
、

　
宮
城
県
戦
没
者
追
悼
式
に
お
い
て

県
市
長
会
長
の
藤
井
仙
台
市
長
が
欠

席
の
た
め
、
代
わ
り
に
述
べ
た
追
悼

の
辞
の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

「
今
年
も
ま
た
炎
熱
の
夏
を
迎
え
、

あ
の
五
十
年
前
の
記
憶
が
甦
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
先
の
大
戦
に
お
い
て

親
元
を
離
れ
、
妻
子
を
残
し
て
戦
地

に
赴
き
、
た
だ
祖
国
の
繁
栄
と
愛
す

る
家
族
の
幸
せ
を
願
い
つ
つ
戦
場
に

倒
れ
た
尊
い
生
命
の
犠
牲
を
思
う
と
き
、

恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
最
愛

に
あ
た
　
　
を
失
わ
れ
た
ご
遺
族
の
ご
心
情
を
拝
察
す
る
と

城
県
と
　
　
き
、
お
慰
め
の
こ
と
ば
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
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併
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る
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泣
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な
お
、
忌
ま
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
あ
の
惨
状
を
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烈
に
蘇
ら
せ
て
は

誠
に
痛
　
　
新
た
な
涙
を
誘
っ
て
止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

の
肉
親
　
　
　
敗
戦
直
前
の
中
学
校
で
は
、
授
業
は
殆
ど
な

く
、
食
糧
増
産
の
た
め
農
家
の
手
伝
い
や
開
墾
に

駆
り
出
さ
れ
た
。
戦
後
も
苦
難
は
続
く
。
食
糧
は

さ
ら
に
不
足
し
、
駅
や
道
路
に
行
き
倒
れ
の
人
が

出
る
。
予
科
連
や
陸
士
、
海
兵
帰
り
の
上
級
生

は
、
敗
戦
の
う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し
と
ば
か
り
に
わ
れ

わ
れ
下
級
生
に
鉄
拳
を
見
舞
う
。

　
以
来
五
十
年
、
我
が
国
は
世
界
一
の
経
済
大
国

に
成
長
し
た
。
そ
の
手
法
は
自
治
体
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
と
拠
点
へ
の
一
極
集
中
で
あ
る
。
す
べ
て
の

自
治
体
は
地
方
自
治
法
や
地
方
財
政
法
、
都
市
計

画
法
な
ど
に
規
制
さ
れ
、
一
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど

お
り
に
動
い
て
き
た
。
こ
れ
は
、
国
を
あ
げ
て
復

興
に
取
り
組
み
、
経
済
大
国
を
目
指
す
に
は
最
も

有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
。
反
面
、
ど
の
自
治
体
も

没
個
性
化
し
た
「
金
太
郎
あ
め
」
だ
、
と
い
わ
れ

　
ゆ
　
ル
ん
ん

た
所
以
で
あ
る
。
　
一
方
、
経
済
の
効
率
化
を
目
指

し
て
、
東
京
に
資
本
も
技
術
も
人
口
も
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
集
中
し
た
。
経
済
成
長
の
目
的
は
達
成
し

た
が
、
以
後
の
全
総
計
画
は
す
べ
て
東
京
へ
の
一

極
集
中
の
是
正
を
目
標
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
自
治
体
の
「
金
太
郎
あ
め
」
化
と
首
都
圏
へ
の

一
極
集
中
は
お
そ
る
べ
き
都
市
の
過
密
化
と
地
方

の
過
疎
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
必
然
的
に
、

農
山
村
の
崩
壊
に
結
び
付
く
。
若
者
は
、
都
会
に

出
、
新
た
な
伴
侶
を
求
め
て
核
家
族
化
し
て
行
く
。

　
戦
後
五
十
年
、
日
本
の
繁
栄
を
支
え
続
け
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
と

達
は
家
庭
の
温
か
い
手
で
老
後
を
看
取
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
老
人
福
祉
の
声
だ
け
が
い
た
ず
ら
に

高
い
。
大
都
会
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
と

化
し
、
邪
宗
と
退
廃
と
テ
ロ
の
渦
巻
く
心
の
砂
漠

が
と
め
ど
な
く
広
ま
っ
て
い
く
。
地
方
で
は
、
何

世
紀
も
の
問
、
人
々
の
血
と
汗
で
作
り
上
げ
た
耕

作
地
が
放
棄
さ
れ
、
荒
れ
果
て
た
山
野
の
み
が
残

る
。
凍
り
付
く
よ
う
な
北
の
果
て
に
、
あ
る
い
は

灼
熱
の
南
の
地
に
倒
れ
た
英
霊
が
夢
見
た
故
郷

は
、
こ
の
よ
う
に
心
と
山
野
が
荒
廃
し
た
日
本
で

あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。

　
戦
後
五
十
年
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
多
す
ぎ
る
。

こけしに挑戦〃

東京都台東区にある障害児者を守

る父母の会生活ホーム「りんご村」

のメンバー10人とボランティア14人

が夏季移動教室として、市内川原子

にある「出会いの山小屋」を訪れま

した。同所は市内のボランティアグ

ループ「南蔵王高原1・2・3の会」が

運営している施設で、様々な活動の

拠点となっているところです。

仏

皿
瞬一、璽、叢脚

し㌧　≡ 欝駄ノ．華

訪れたメンバーは期間中、プール

を利用した魚の手づかみや、地元の

お年よりの指導による竹細工、こけ

し村と工人の協力によるこけしの絵

付け’などに主兆戦しました。

友好親善を目指して

　
　
蘇

　
　
9
』

　
　
璽
隔

越
閥
9
△

講
　
　
r

雛
式
㊥
西

灘
．
細
£

穫
召

軸

、＿鵜、
白石市と昨年姉妹都市提携を結ん

だオーストラリアのハーストビル市

に、市内の中学生8人が友好親善訪

問団として8月1日から11日まで派

遣されました。

派遣に先だって7月28日に行なわ

れた結団式では参加者が、「たくさん

の入と会話をしたい。」と抱負を語

1）、友好と親善を誓っていました。

参加者は期問中、ハーストビル市

の家庭にホームステイをしながら地

元の中学校に体験入学をし、交流を

深めました。

、まちかど画ズ≒ム1四緊

空から援助要請を

地震などの災害時に、地上電話回

線が不通になった場合を想定した、

通信回線の復旧訓練が、7月27日、

白石市と登別市との問で行なわれま

した。

これは、今年の3月に、白石市と

姉妹都市の登別市・海老名市との間

にそれぞれ、大規模災害時に職員の

派遣や物資提供に関する協定を結ん

だのを受けて実現したものです、

〆
〆
．
》
”

講・一

当日は、登別市で行なわれた総合

防災・水防訓練のもようが、市役所

に設置された訓練本部に集まった関

係者約100人の目の前で、衛星回線を

使って中継されました。

また、登別市・白石市・北海道庁

胆振支庁の三か所を結んでテレビ電

話による通話が行なわれ、災害時の

支援要請に万全の体制を誓いあいま

した。

謝・　、・．　　孤躍．・謝
剛・　己　　　　　　　　著　’　　　a　・

事　　】　F・一齎　

綴♪．菖　・・こ　　．識鋤、　縣

コスモスの高原に

蔵王山ろくの街道沿いをコスモス

の花で飾ろうと「コスモス195」が

29日、市内福岡の三住で行なわれま

した。これは、白石市の農業生産額

を百億円にしようと頑張っている農

業青年で創った「百億の会」や市内

の植物プラント会社「セコム工業」、

JA白石（白石市農協）などが4年

前から行なっているものです。

参加者は、準備したコスモスのプ

ランター500個から雑草を取り除き、

国道457号線沿い約701）mに設置しま

した。

地域が支える長寿社会

西益岡あじさいの会では7月
27日、地区内の一入暮しのお年よ1）

をまねいて西益岡会館で「お楽しみ

会」を開催しました。

　「西益岡あじさいの会」は地域の

民生委員や民生補助員が中心となっ

て結成しているもので、「あじさいの

ように、一つ一つの小さな力をあわ

せて大きな花を咲かせたい」との思

いから付けられた名前だそうです。

ダ亘．劇y斗

薮「㌧矯1＞》
　当日は、24人のお年寄りに手作1）

の料理でもてなし、一緒に歌を歌う

などして過ごしました。

川はみんなの学校だ

子供たちに川遊びの楽しさを知っ

てもらいながら自然にふれてもらお

うと「めだかの学校」が7月30日に

白石川緑地で行なわれました。

これは、昨年行なわれたAZ9川

学校をこのままで終らせるのはもっ

たいないと、昨年のスタッフが中心

となって結成した実行委員会（山崎

憲一実行委員長）とボランティア約

100人が白石川漁協などの協力を得

て実施したものです．

参加した子供たちは、魚の手づか

みのコーナーや、川くだ1）のコー

ナーで「川」と遊んでいました。

個性豊かな子供になってね／

　　　　・騨臨

　、蒋㌦蓼

響H麺．，

遭筆　　1
ノロ■＿

ρ廼

n曝
．
、
、
藁

市内福岡の岩崎地区に移転建設工

事が進められていた北保育園がこの

ほど完成し、7月27日落成式が行な

われました。

新しい園舎は「保育園は子供の街

である」をコンセプトに設計された

もので、保育室はそれぞれ楕円など

の部屋になっ七おり、壁も木、コン

クリート、セラミ・’クになるなど、

個性的な保育園となっています。

新しい園舎で、素敵な夢を見てく

ださいね。
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働
く
婦
人
の
家
『
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
』
㊥

、
誘鍛

、
藻
霧

羅
慧葦

籔
欝駆麺

ウル

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で
…
…

　
私
達
の
「
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
」
は
昭

和
六
十
三
年
働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座

を
経
て
発
足
し
、
現
在
会
員
は
十
名

で
す
。

　
第
二
・
四
金
曜
日
十
時
か
ら
お
昼
ま

で
の
二
時
間
小
室
惣
吉
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
花
や
壺
、
人
形
・
果
物
・
野

菜
な
ど
を
画
材
に
、
と
き
ど
き
は
午
後

ま
で
も
夢
中
で
描
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
同
じ
画
材
で
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
春
と
秋
に
は
一
回
づ
つ
会
員
の
車
に

分
乗
し
て
野
外
に
写
生
に
出
か
け
ま
す
。

　
お
弁
当
を
も
っ
て
遠
足
気
分
で
す
の

で
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
絵

を
始
め
る
ま
で
は
何
気
な
く
見
て
い
た

山
や
川
、
木
々
の
緑
な
ど
も
「
何
色
を

混
ぜ
た
ら
こ
ん
な
美
し
い
色
に
な
る
の

か
し
ら
」
な
ど
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
発
表
の
場
と
し
て
は
、
市
民
文
化
祭

へ
の
参
加
、
働
く
婦
人
の
家
祭
り
、
セ

ラ
ビ
白
石
店
、
仙
南
信
用
金
庫
東
支
店

な
ど
へ
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。
平
成
五

三
橋
秀
子

年
と
六
年
に
は
、
宮
城
県
水
彩
画
展
へ

出
展
し
入
選
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き

で
、
「
こ
の
次
こ
そ
は
よ
い
作
品
を
」
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
に
は
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
へ
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ

ご
瞠
見
く
だ
さ
い
。

　
絵
の
好
き
な
方
、
い
つ
で
も
大
歓
迎

で
す
。
働
く
婦
人
の
家
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
．
．

、喬憂

盈？

一
鮎
・
・

し

雛へ　
．
託
〆

試
、磁

　
　
　
　
響

蹄
　
鞭
じ
一

　
　
　
　
塾
っ
ハ
、
　
　
　
、
濫
甥

訓
、
灘
■
誕
ド

羅
、
．
践
．

，
．
黙

　
』
－鑑

繋
覇

ジョン・デイの　　　　　　＼

　国際人入門⑦

跨

の慎ましい生活の埋め合わせとし

て、日本の旅行者ははでな買い物な

どをするのではないでしょうか。と

にかく、他人に見えないバランスは

あると思います。

●日本の習慣がよくわからない方に

は、「おみやげ」という概念は理解

しにくいかも知れません。酒や菓子

をいっぱい買って浪費しているよう

に勘違いされがちです。

●円高の為、商品などの価値の感覚

が違うのではないでしょうか。

「国際的な誤解Part2」

時間を十分とらないようにみえま

す。しかし、実際にはもらえる休暇

が他の先進国と比べて少ないため、

旅行時問が短く大切なので、見物す

る前にそこについて勉強しておいた

八が多いと思います。行く場所を多

くして、実際に見物する時間を少し

犠牲にするのが最も良い旅行方法と

思われているだろうということ。

●日本人の多くは、仕事などで海外

旅行する機会か少なく、また日本で

　日本人がある人にこのように見ら

れているのは、私にとってとても残

念です。しかし、観察するだけでこ

のように考えることは、仕方がない

でしょう。私は日本に住んでいます

し、ある程度日本人と交流していま

すので、日本八の行動の理由を、

徐々に理解できました。恐らく、日

本に住んだ経験のない入がわからな

いことは次のようなことでしょう。

●日本人はその国の名所の見学に、

お客様に伝えら

ワ仕事について

　常に新しい情報を仕入れ

れるように心がけています

ワ今夢中になっていること

　店のスケートボードチームに入っているの

で、今はスケボーです。よかったら皆さん見

に来てください．

り夢や目標

　お城のような家で幸せにくらす

雛Ψ　　　　占

遮

鐵
一

パラマウントスポーツ白石店

黒沢　亜矢子さん

　（21歳・本町）

　白石市に望むところや白石の罠いところ

　もう少し若者が集まるところ、楽しめると

ころを増やしてほしい。

理想のタイプ

だんな左羨。やさしし

轡轡轡鍵魯轡欝轡離辮轡鰐

み　　ヘノ　　だ

鷲季

さわやかに健康増進

太田　博隆さん

　　（大畑）

　昨秋から早朝のウォーキングで健康管理を

してお1）ましたが、どうせやせるなら益岡公

園の白石城本丸御殿跡に登城、片倉公を偲び

天守閣を愛でながら「ラジオ体操」をと思い

立ち、6月から併せ行なってお1）ます。

　7月からは「白石城ラジオ体操会」として

仲間を募ったところ、方々の町内から集ま

り、今では20数名となっております。

　すがすがしい空気を胸一杯吸い、心身共に

健康で明るい生活を送りたい方はどうぞ！

市
民
文
芸

ハ1

股
　
兵
　
三
　
選

川
上
手
を
一
一
一
．
氾
ひ
し
南
瓜
の
黄
の
花
は
　
灰
か
に
咲
き

て
小
さ
き
実
を
持
つ
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

干
し
藁
の
膨
ら
む
ま
て
に
敷
き
詰
め
し
　
午
後
の
牛

舎
の
子
丑
ら
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

生
還
記
念
の
古
木
と
な
り
し
小
梅
　
ま
た
今
年
も
実

り
妻
と
椀
き
た
り
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

乱
れ
つ
つ
青
麦
な
び
く
風
の
中
　
田
連
な
り
入
日
露

け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

知
人
よ
り
今
年
も
綜
届
き
た
り
　
視
力
弱
き
わ
れ
に

笹
の
香
り
は
う
れ
し
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

見
渡
せ
ば
日
ま
し
に
色
つ
く
田
の
畦
に
　
す
が
し
き

風
を
胸
深
く
吸
う
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

梅
雨
晴
れ
の
陽
射
し
明
る
き
店
先
に
　
子
は
父
の
日

と
夫
の
爪
切
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

羽
化
終
へ
し
蜻
蛉
水
面
に
落
ち
ぬ
よ
う
　
静
か
に
足

を
運
び
草
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

嫁
逝
き
て
三
年
の
月
日
過
ぎ
ゆ
き
ぬ
　
子
と
孫
の
幸

祈
る
日
々
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

漸
く
に
長
梅
雨
あ
け
て
庭
先
の
　
ひ
ま
わ
り
高
く
夏

空
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

「
評
」
厳
し
い
暑
さ
も
ま
も
な
く
遠
の
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
月
も
多
く
の
作
品
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

か
発
表
で
き
な
か
っ
た
作
品
は
投
稿
す
る
前
に
も
う

一
度
推
敲
し
自
分
の
思
い
か
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
発
表
の
歌
は
い

す
れ
も
根
底
に
愛
情
が
あ
り
好
感
の
持
て
る
作
品
で
す
。

遠
藤
秋
　
尾
選

落
蛍
水
辺
に
息
を
ひ
そ
め
た
る

町
お
こ
し
担
ふ
万
緑
城
と
句
碑

萬
緑
や
見
え
隠
れ
し
て
城
の
鰭

父
の
日
や
何
に
い
ら
ぬ
と
電
話
口

城
下
町
巡
る
流
れ
に
花
藻
揺
れ

八日鈴熊佐
島下木谷藤

葉　民敏周
干文子子子

句
碑
一
つ
こ
の
辺
り
な
り
木
下
闇

爽
涼
の
天
守
閣
ま
た
訪
ね
た
し

梅
雨
晴
や
蔵
王
く
っ
き
り
天
守
閣

推
敲
に
羽
音
の
高
き
夜
の
蝿

鯉
住
め
る
川
面
を
覗
く
額
の
花

草
笛
の
吹
く
音
さ
び
し
夕
茜

「
評
」
一
句
目
、

岩
下
伍
嶺

高
橋
正
雄

鈴
木
鉄
二
郎

若
桑
げ
ん
じ

高
子
　
橘

川
村
静
恵

　
　
　
　
　
　
我
が
町
の
財
産
で
あ
る
水
辺
の
草

む
ら
に
息
づ
く
蛍
。
点
滅
す
る
蛍
火
を
落
蛍
と
歌
っ

た
の
で
あ
る
。
幽
玄
の
世
界
。
二
旬
目
。
白
石
の
お

城
は
町
お
こ
し
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
緑
深
き

木
々
の
中
に
町
を
愛
す
る
句
。
三
句
目
も
萬
緑
の
季

語
の
句
。
遠
近
感
と
城
を
誇
り
に
思
う
心
の
あ
ふ
れ

た
一
句
で
あ
る
。
　
「
俳
句
は
季
語
を
詩
う
も
の
で
あ

る
。
歳
時
記
を
読
み
ま
し
ょ
う
。
」

近
　
江
　
孫
太
郎
　
選

長
命
で
ほ
め
ら
れ
福
祉
で
邪
魔
に
さ
れ

休
日
は
家
で
休
め
と
雨
か
降
る

喜
怒
哀
楽
の
み
こ
む
ポ
ス
ト
無
表
情

斎
藤
平
吉

小
野
嘉
津
子

佐
藤
武
雄

出
る
杭
は
打
た
れ
て
も
な
お
首
を
だ
し

ひ
も
じ
さ
が
始
め
に
あ
り
き
五
十
年

ち
ま
ち
ま
の
ガ
ラ
ス
の
靴
は
脱
ぎ
捨
て
る

嫌
煙
論
税
収
減
は
聞
か
ぬ
ふ
り

入
災
の
ツ
ケ
は
庶
民
が
背
負
わ
さ
れ

密
談
を
仏
の
顔
で
聞
い
て
い
る

思
い
で
に
合
い
た
く
な
っ
て
途
中
下
車

「
評
」
　
一
句
目
、

を
、

一
條
芳
子

芝
玄
太
郎

片
岡
鶴
子

四
竈
英
夫

小
関
　
　
侑

南
　
か
ほ
る

米
沢
礼
子

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
社
会
の
も
た
ら
す
ひ
ず
み

　
露
骨
に
し
か
も
川
柳
的
に
捉
え
て
い
る
。
福
祉

行
政
の
対
応
策
の
至
ら
な
さ
を
、
「
邪
魔
」
と
喝
破
し

た
と
こ
ろ
か
お
も
し
ろ
い
。
秀
句
．
二
句
目
、
「
降

る
」
を
「
言
う
」
と
疑
入
化
す
る
と
よ
り
川
柳
的
。

佳
句
．
三
句
目
、
多
彩
な
入
間
の
思
惑
を
、
ポ
ス
ト

は
冷
た
く
受
け
入
れ
る
．
入
間
の
感
情
と
、
ポ
ス
ト

（
物
質
　
の
心
情
の
対
比
を
捉
え
た
句
、
佳
句
。

【
投
稿
さ
れ
る
方
へ
】

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。



国民健康保険被保険者証の更新をお忘れなく！7
現在使用されてお1）ます国民健康保険の被保険者証の

有効期限は、本年9月30日までです。

9月21日から9月29日までの間に、現在使用している

被保険者証の更新をいたしますので、指定の期日に、指

定の場所で更新手続きをしてください。　（各地区公民館

等で更新の地区は、当日、健康センターでの更新手続き

はできません。）

なお、修学、その他特別の事由により別個の被保険者

証／㊥または㊥の表示をしてあるもの）の交付を受けて

日程及び会場

いる世帯の方は、前もってこれら⑫の被保険者証と在学

証明書または学生証の写し、㊥被保険者証をお手元に取

り寄せておき、当日、更新の手続きを受けられるよう準

備しておいてください。

※更新時持参するもの

●印かん

●現在使用している被保険者証

●乳幼児医療費受給者証（国保）

なお、くわしいことは㊨市保健課国保係⑳604まで

お問い合わせください。

月　 日

9月21日

㈲

9月22日

㈹

9月25日

（月）

9月26日

㈹

実施場所
三脱区転作磯センクー

蔵王自冶会集会所

不忘研修センター

川原子ふれあいセンター

越河公民館

斎川公民館

健康センタ

大平公民館

大鷹沢公民館

健康センタ

白川公民館

大卒都婆公会堂

小下倉集会所

健康センタ

時　　間

9：30～10：30

11：00～11：30

13：00－13：30

14：00～14二30

9：30～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：30

9：30～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：30

9：30～11：30

13：00～14：00

15：00～15：30

9：00～11：30

13：00～15：30

自治地区名
三住

蔵王

不忘

川原子

越河全地区

斎川全地区

南町・田町・本町

中町・長町・亘理町・短ケ町・新町

大平全地区

大鷹沢全地区

西益岡・中益岡・東益岡

清水小路・寿町・柳町

白川1・2・3・4・5区

白川6・7区

小下倉

滝上・滝下・尾箆

上郡山・郡山

月　日

9月27日

㈹

9月28日

㈲

9月29日

轡

実施場所

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

小原公民館

明戸集会所

小久保平集会所

健康センタ

福岡公民館

深谷公民館

健康センター

時　　間

9：30～10：00

10；30～11：30

13：00～14：00

14；20～14：50

15：10～15：40

9：00～11：30

13：00～15；30

9：30～11；30

13：00～15：30

9：00～15：30

自治地区名
上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊

東・塩倉・中北・新町・猿鼻

赤坂・湯元・明戸

小久保平

本郷1・2・3・4

寿山・鷹巣・緑が丘・旭町

上原・下原・鎌先・山ノ下

沖・山根・八宮・芹沢・大

網・弥治郎

西区上・西区下・南区・東

区・北区

指定の期日に手続きできな

かった方

○
場
　
所

　
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
（

　
「
み
ち
の
く
路
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
志
田
郡
鹿
島
台
町
広
長
字
石
川
原
四

　
番
甲
六
－
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
盈
〇
二
二
九
－
五
六
－
五
五
一
一

〇
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

翼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、

勺
　
　
　
正
し
く
届
出
す
る
り

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者
　
　
n

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
を
、
　
　
n

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
　
　
覇

ま
す
。
し
か
し
、
第
三
号
被
保
険
者
の
　
　
＋

届
出
を
し
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
　
　
搾

『
日
本
に
住
む
外
国
人
の
方
硅

ニド、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
』

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
　
　
p

上
六
十
歳
未
満
の
外
国
入
の
方
も
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
六
一
年
四
月
か
ら
日
本
人
と

同
様
に
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
第
一
号
被

保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者
、
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
資
格
取

得
届
を
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
提
出

こ
と
が
大
切
で
す
。

り
か
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
の
取

り
扱
い
と
な
り
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

は
、年

金
に
加
入
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
“
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
須
2
、
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼠
W
M

　
　
　
　
　
，
～
、
　
　
曳

　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
で
～

趣
昧
と
教
養
の
集
い

口
　
時
　
一
回
目
　
十
月
十
八
日

　
　
困
～
十
九
日
㈲

　
　
二
回
目
　
十
月
十
九
日

　
　
㈱
～
二
十
日
囲

○
日

　
教
養
・
健
康
講
座
、
健
康
・
年
金
相

　
談
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ
ン

　
ス
の
各
教
室

o
参
加
対
象

　
国
民
年
金
被
保
険
者
・
国
民
年
金
受

　
給
権
者
・
国
民
年
金
委
員

o
募
集
人
員
　
各
回
七
十
五
名

O
参
加
費
　
八
、
O
O
O
円

　
（
一
泊
二
食
付
き
・
交
通
費
除
く
）

○
申
し
込
み
方
法

　
市
役
所
国
民
年
金
係
に
十
月
一
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
よ
り

乳幼児（社保分）・重度心身障害者・

母子・父子家庭医療費受給者証の

　　　更新手続きを忘れずに〃

皆さんが現在使用している乳幼児（社保分）、重度心身障害者および母子・

父子家庭医療費受給者証の有効期限は平成7年9月30目までとなっています

ので、更新の手続きをしてください。

①印鑑

②現在使用している受給者証

③健康保険証

④預金通帳

o日程と会場

⑤医療費受給資格更新申請書

（9月半ば頃、対象となる家庭に送

付します。）

月　　日

9月22日㈹

9月25日（月）

9月26日（火）

9月27日依）

9月28日休）

寺日 間

9：30～11：30

13＝00～15：00

9：00～16：00

13：00～15：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：30～11：30

13：00～15：30

実施場所
斎川公民館

越河公民館

市役所第2会議室（2F）

大鷹沢公民館

白川公民館

市役所第2会議室（2F）
犬卒都婆公会堂

市役所第2会議室（2F）
小原方面　　国民健康保険証の更新日程及び会場に同じ

福岡公民館

深谷公民館

◎市役所第2会議室一白石地区、大平地区および手続きできなかった方

o所得制限墓準額
◆乳幼児医療費所得制限墓準額表◆

　　　　　　　　（千円）

◆母子・父子家庭医療費所得制限墓準額表◆

　　　　　　　1千円）
扶養親族

等の数

0人

1人

2人

所得額

3，204

3，554

3，904

扶養親族

等の数

3人

4人

5人

所得額

4，254

4，604

4，954

（注）社会保険料控除（一律80，000円

控除、重度本人は控除相当額）、障

害者控除等があ1）ますが、くわしく

は福祉事務所社会福祉係にお問い合

わせください。盈25－2111㊥156

扶養親族

等の数
0人

1人

2人

3人

4人

5人

本人
2，338

2，688

3，038

3，388

3，738

4，088

扶養義務者

5，941

6，19Q

6，403

6，616

6，829

ヴ1
V

ミ
＼

7り042

◆重度心身障害者医療費

　　　　所得制限基準額表◆

　　　　　　　（千円）
扶養親族

等の数

0人

1人

2人

3人

4人

5人

上
の
人

以
合

歳
場

20

の
本

3，103

3，453

3，803

4，153

4，503

4，853

本入が20歳

未満の場合

の保護者

4，524

4，874

5，224

5，574

5，924

6，274

者
一
養

偶
同
扶

配
は
の

の
い
内
者

人
る
廿
冊
務

本
あ
世
義

5，941

6，190

6，403

6，616

6，829

7，042

白石市役所

岱25－2111

㊥…問し、合わせ先

㊧…内線



用
途
地
域
が
変
わ
り
ま
し
た

　
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
白
石
市

は
住
宅
、
商
店
、
工
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

建
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

住
宅
地
に
工
場
が
建
て
ら
れ
る
と
騒
音

や
振
動
問
題
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
地
に
高
層
建
築
物
が
建
て
ら

れ
る
と
、
日
照
問
題
な
ど
が
起
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
建
物
を
建
て
る
と
き
に
お
互

い
に
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル
が
、

現
在
の
社
会
生
活
に
合
わ
せ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
用
途
地
域

は
、
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
都

市
計
画
で
す
。
今
ま
で
の
用
途
地
域

が
、
近
年
の
法
律
改
正
に
伴
い
次
の
八

種
類
の
用
途
地
域
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
土
木
部
都
市
計

画
課
㊧
二
五
三
・
二
五
四
へ
。

　
ハ
種
類
の
用
途
地
域

○
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

　
低
層
住
宅
の
た
め
の
地
域
で
す
。
小

規
模
な
お
店
や
事
務
所
を
か
ね
た
住
宅

や
小
中
学
校
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　
中
高
層
の
た
め
の
地
域
で
す
。
病

院
、
大
学
、
五
百
㎡
ま
で
の
一
定
の
お

店
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
第
一
種
住
居
地
域

　
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め
の
地
域
で

す
。
三
千
㎡
ま
で
の
店
舗
、
事
務
所
、

ホ
テ
ル
な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
第
二
種
住
居
地
域

　
主
に
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め
の
地

域
で
す
。
店
舗
、
事
務
所
、
ホ
テ
ル
、

パ
チ
ン
コ
屋
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
準
住
居
地
域

　
道
路
の
沿
道
で
業
務
の
利
便
の
増
進

と
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め
の
地
域
で

す
．
百
五
十
㎡
以
内
の
自
動
車
修
理
工

場
な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
。

o
商
業
地
域

　
銀
行
、
映
画
館
、
飲
食
店
、
百
貨
店

な
ど
が
集
ま
る
地
域
で
す
。
住
宅
や
小

規
模
な
工
場
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
準
工
業
地
域

　
主
に
軽
工
業
の
工
場
や
サ
ー
ビ
ス
施

設
等
が
立
地
す
る
地
域
で
す
。
危
険

性
、
環
境
悪
化
が
大
き
い
工
場
の
ほ
か

は
、
ほ
と
ん
ど
建
て
ら
れ
ま
す
。

○
工
業
地
域

　
ど
ん
な
工
場
で
も
建
て
ら
れ
る
地
域

で
す
。
住
宅
や
お
店
は
建
て
ら
れ
ま
す

が
、
学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
建

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
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福
祉
事
務
所
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
手
当
の
こ
案
内

㊥
難
馨
驕
一
五
六

母
子
家
庭
等
の
た
め
に

o
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
母
子
家
庭
等
の
生
活
の

安
定
と
自
立
促
進
を
通
じ
て
、
児
童
の

健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
社
会
福
祉
制

度
で
す
。

o
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
人

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十
八

歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
（
心
身
に
一

定
の
障
害
を
持
つ
児
童
は
二
十
歳
未

満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
し

て
い
る
人
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
等
を
受
給
で
き

る
場
合
や
受
給
者
の
所
得
が
一
定
の
額

を
越
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

二
、

三
、

五四

父
母
が
離
婚
し
た
あ
と
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

父
が
死
亡
し
た
児
童

父
が
極
め
て
重
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
児
童

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄

心
身
に
障
害
を
持
つ
児
童
の
た
め
に

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
障
害
児
の
生
活
に

寄
与
す
る
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
福
祉
を
増
進
す
る
社
会
福

祉
制
度
で
も
あ
り
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
る
人

　
二
十
歳
未
満
の
障
害
児
で
お
お
む
ね

療
育
手
帳
の
A
と
B
の
一
部
、
お
よ
び

身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら
三
級
と

四
級
の
一
部
に
相
当
す
る
障
害
児
の
父

ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
し
て
い
る
人
。

　
た
だ
し
、
障
害
児
自
身
が
当
該
障
害

を
理
由
と
し
て
年
金
を
受
給
で
き
る
場

　
　
さ
れ
て
い
る
児
童

　
　
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年

　
　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　
　
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
　
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
を
受
け
て

　
　
い
な
い
児
童

　
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
に
は
認
定

六
、

七
、※

た
だ
し
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
手
当
月
額

　
児
童
一
人
　
四
万
一
千
三
百
九
十
円

　
児
童
二
入
　
四
万
六
千
三
百
九
十
円

考備所場分団名時　間日月

白川小学校白川分団12：30

大平小学校大平分団13：30

9月3日（日1

白石中学校白石分団12：30

小原小学校小原分団13：30

9月10日（日〕

福岡中学校福岡分団12：30

越河小学校越河分団13：30

9月17日（日〕

大鷹沢小学校大鷹沢分団12：30

斎川小学校斎川分団13：30

9月24日〔日）

合
や
、
受
給
者
の
所
得
が
一
定
額
を
越

え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
手
当
月
額

　
重
度
障
害
児
（
一
級
）

　
　
一
人
　
五
万
三
百
五
十
円

　
中
度
障
害
児
〔
二
級
）

　
　
一
入
　
三
万
三
千
五
百
三
十
円

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

○
手
当
の
種
類

★
特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
在
宅
の
二
十
歳
以
上
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
か

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅

の
二
十
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
手
当
額

★
特
別
障
害
者
手
当

　
　
月
額
　
二
万
六
千
二
百
三
十
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

○
実
施
期
間
　
平
成
7
年
9
月
2
1
日
か

　
ら
3
0
日
ま
で
の
1
0
日
間

o
運
動
の
重
点
目
標

　
●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

　
●
若
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

　
今
年
一
月
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
、

宮
城
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
は
一
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
同
じ
時
期
に
比
べ
十
一
人
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
、
常
に

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

9一休み運動（白石IC前）

o

　
　
月
額
　
一
万
四
千
二
百
七
十
円

※
い
ず
れ
も
、
本
入
や
扶
養
義
務
者
の

　
所
得
に
よ
り
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
つ
い
て

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
市
福
祉

事
務
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
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歴鞭
九
月
は
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
月
間
」
で
す

　
私
た
ち
の
生
活
や
様
々
な
事
業
活
動

に
伴
っ
て
、
毎
日
大
量
の
廃
棄
物
が
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
適

切
に
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

入
目
に
付
き
に
く
い
山
間
や
川
へ
の
投

棄
、
ま
た
道
路
や
広
場
な
ど
で
の
空
き

缶
・
空
き
び
ん
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
不
法
投
棄

防
止
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
九
月
は
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
」
で
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
防
止
を

呼
び
か
け
る
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
空
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
県
の
各

保
健
所
を
中
心
と
し
た
、
地
域
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
不
法
投
棄
の
防
止
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
開
催
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
み
や
ぎ
」
な
ど
を
通
じ

て
県
民
の
み
な
さ
ん
に
、
廃
棄
物
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。
　
一
入
ひ
と
り
が
廃
棄
物
に
つ

い
て
責
任
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
防
止

し
て
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
し
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
宮
城
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
宮
城
県
仙
南
保
健
所
）

響
輸
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

0
9
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日
「
自
動

車
点
検
整
備
推
進
運
動
」

　
人
間
の
健
康
診
断
と
同
じ
よ
う
に
、

車
に
も
健
康
診
断
が
必
要
で
す
、

　
車
の
状
態
を
把
握
し
、
安
心
し
て
乗

り
続
け
る
た
め
に
定
期
点
検
整
備
を
行

い
ま
し
ょ
う

．

　
運
輸
省
で
は
、
安
全
で
快
適
な
タ
ル

マ
社
会
の
実
現
の
た
め
、
九
月
一
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
」
を
全
国
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
不
正
改
造
車
を
な
く
そ
う

　
車
体
の
外
へ
は
み
出
す
ワ
イ
ド
タ
イ

ヤ
を
取
り
付
け
た
り
、
消
音
器
・
触
媒

を
取
り
外
し
た
り
す
る
不
正
改
造
は
、

道
路
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
り
、

騒
音
や
排
気
ガ
ス
な
ど
の
公
害
を
発
生

さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　
自
動
車
の
正
し
い
利
用
を
考
え
、
安

全
で
快
適
な
ク
ル
マ
社
会
の
実
現
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
輸
省
で
は
、
自
動
車
の
不
正
改
造

を
防
止
す
る
た
め
、
九
月
一
日
か
ら
一

か
月
間
「
不
正
改
造
車
排
除
運
動
」
を

全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
宮
城
陸
運
支
局
〔
費
〇

二
二
－
二
三
五
－
二
五
一
六
）
へ

　
公
立
刈
田
総
合
病
院
で
は
、
七
月
か

ら
完
全
週
休
二
日
制
の
導
入
に
伴
い
、

外
来
診
療
が
毎
週
土
曜
日
休
診
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
土
曜
日
完
全
休
診
に
よ
る

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
業
務
能
率
を
向
上
さ
せ
、

診
療
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
月
曜
日
～
金
曜
日
の
診
療
受
付
時
間

　
●
午
前
八
時
半
～
十
一
時
半

　
●
午
後
一
時
～
四
時

　
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
受
付
で
き
な

い
診
療
科
が
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
受

付
の
「
診
療
案
内
」
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

　
急
患
の
方
は
、
休
診
に
か
か
わ
ら
ず

従
来
ど
お
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

　
農
地
法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

平
成
七
年
八
月
一
日
現
在
の
小
作
地
の

所
有
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
期
間
九
月
一
日
～
二
十
九
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
八
時
三
十
分

か
ら
十
七
時
ま
で
）

○
場
所
農
業
委
員
会
事
務
局

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

　
㊨
二
三
一
ま
で
。

藁
予
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ー

白
石
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

笛
は
ー
と
め
ー
る
」
発
売

　
九
月
一
日
か
ら
か
わ
い
い
ワ
ン
ポ
イ
　
　
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
お
便
り
と
し
て
お
使
い

ン
ト
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
は
が
き
「
は
ー
　
　
に
な
ら
れ
る
の
に
も
ピ
ッ
タ
リ
の
は
が

と
め
ー
る
」
が
発
売
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
き
で
す
。

　
敬
老
の
日
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

！
郵
便
貯
金
が
贈
る
感
謝
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ゆ
う
ち
ょ
寄
席
』

　
郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便

貯
金
月
間
」
と
定
め
、
郵
便
貯
金
が
手

軽
で
確
実
な
貯
蓄
手
段
と
し
て
、
み
な

さ
ま
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
安
定
の
た

め
、
ま
た
郵
便
貯
金
と
し
て
集
め
ら
れ

た
資
金
が
、
み
な
さ
ま
の
身
近
で
お
役

に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
様
々
な
催
し
物
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
「
郵
便
貯
金
が
贈
る
感
謝
の

集
い
　
ゆ
う
ち
ょ
寄
席
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

○
主
な
出
演

　
林
家
木
久
蔵
、
三
増
紋
之
助
ほ
か

o
日
時
十
月
十
六
旦
月
）

o
会
　
場

　
国
見
町
・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

○
時
　
間

　
　
午
後
六
時
～
午
後
八
時
三
〇
分

o
申
し
込
み
方
法

　
官
製
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
．

指
名
（
ふ
り
が
な
Y
年
齢
・
職
業
．
電

話
番
号
・
会
場
名
を
記
入
の
上
、
次
の

宛
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
九
八
九
i
九
七

東
北
郵
政
局
「
ゆ
う
ち
ょ
　
寄
席
」
係

○
申
込
期
限
　
九
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
ご
招

　
待
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

讐
撮
墾
、
罐
騙
縫
胴
舅
院

　
労
働
省
で
は
九
月
を
「
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
」
と
定
め
、
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
と
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、

啓
蒙
・
啓
発
運
動
を
実
施
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
障

害
者
の
方
が
就
職
の
機
会
を
得
ら
れ
、

働
く
喜
び
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が

送
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
み
な
さ
ん
の
暖

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
）

障
害
者
の
訓
練
生
入
校
の
こ
案
内

救
急
医
療
の
集
い

行
政
書
士
試
験

　
　
　
の
こ
｛
条
内

　
国
立
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
次
の
要
領
で
訓
練
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

●
義
務
教
育
修
了
者
（
O
A
情
報
科
は

　
高
卒
者
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

　
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
障

　
害
者
の
方

●
障
害
の
程
度
は
、
職
業
訓
練
に
耐
え
、

　
技
能
・
技
術
を
修
得
で
き
る
方
（
但
し
、

　
伝
染
性
疾
患
及
び
発
作
性
疾
患
で
症

　
状
が
固
定
し
て
い
な
い
方
を
除
く
）
。

●
縫
製
実
務
科
、
製
本
紙
工
科
は
知
的

　
障
害
者
で
通
校
の
で
き
る
十
九
歳
く

　
ら
い
ま
で
の
方
。
．

○
募
集
科
目
及
び
定
員

●
電
子
機
器
科
　
1
0
名
●
服
飾
ビ
ジ
ネ

ス
科
　
1
0
名
●
縫
製
実
務
科
　
1
0
名
●

製
本
紙
工
科
　
10
名
●
福
祉
機
器
科

10

名
●
印
刷
科
　
3
0
名
●
O
A
情
報
科

15

名
●
O
A
経
理
科
　
2
0
名
●
商
業
デ

ザ
イ
ン
科
　
2
0
名

○
訓
練
期
間

　
］
年
（
平
成
八
年
四
月
か
ら
平
成
九

年
三
月
ま
で
）
た
だ
し
O
A
情
報
科
、

福
祉
機
器
科
に
つ
い
て
は
、
二
年
課
程

○
選
考
方
法

　
作
文
、
面
接
及
び
適
性
検
査
に
よ
る
。

　
た
だ
し
、
O
A
情
報
科
、
O
A
経
理

科
の
適
性
検
査
は
、
数
学
、
国
語
、
英

語
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

o
願
書
提
出
先

　
白
石
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
白
石
）

○
選
考
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
国
立
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
〒
九
八
O
　
仙
台
市
青
葉
区
台
原
五

丁
目
十
五
⊥

　
智
〇
二
二
ー
二
三
三
i
三
一
二
四

〇
特
典

●
公
共
職
業
安
定
所
の
入
校
指
示
を
受

　
け
た
方
は
、

①
月
約
十
一
万
円
の
訓
練
生
手
当
が
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

②
雇
用
保
険
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

　
訓
練
期
間
中
引
き
続
き
延
長
し
て
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

●
授
業
料
は
無
料
で
す
。

●
修
了
時
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お

　
い
て
就
職
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
が
完
備

　
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

★フォトスワン（写真）

　9／1～9／！2　白石フード2F食堂

★キルト花園（パッチワーク）

　9／14～9／25　セラビ白石店1F

　　　　　　　　ホール

　9／25～10／3　市役所1Fホール

　10／3～10／13　白石フード2F食堂

○
日
　
時

法○○
の内場
実

演容所
等

九
月
七
日
（
木
）

午
後
一
時
～
午
後
四
時

中
央
公
民
館

演
劇
・
講
演
・
救
急
蘇
生

○
対
象

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
南
保
健
所
総
務
課
費
∩
）
二
二

四
－
五
三
⊥
一
二
一
一
（
内
線
）
三
二
二

い
つ
か
必
ず
役
立
つ
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

①
意
識
の
有
無
を
確
認
す
る

　
肩
を
叩
き
な
が
ら
声
を
か
け
る

②
助
け
を
呼
ぶ

　
返
事
が
な
か
っ
た
ら
大
き
な
声
で
協

力
を
求
め
る
。
救
急
車
を
呼
ぶ
。

③
口
の
中
を
調
べ
る

　
口
を
あ
け
て
中
を
み
る
．
、
（
図
1
）

　
食
べ
物
や
吐
物
が
あ
れ
ば
取
り
出
す
。

④
気
道
を
確
保
す
る

　
あ
ご
先
を
引
き
上
げ
頭
を
う
し
ろ
に

そ
ら
せ
る
。
（
図
2
）

⑤
呼
吸
の
有
無
を
確
保
す
る

　
ほ
お
を
相
手
の
口
と
鼻
に
近
付
け

る
。　

吐
く
息
が
ほ
お
に
感
じ
る
か
、
呼
吸

音
を
感
じ
る
か
、
ま
た
同
時
に
胸
と
腹

が
動
く
か
を
五
秒
み
る
。
（
図
3
）

◎
呼
吸
が
な
か
っ
た
ら
す
ぐ
人
口
呼
吸

　
鼻
を
つ
ま
む
。
大
き
く
口
を
あ
け
て

静
か
に
］
回
息
を
吹
き
込
む
。
抵
抗
が

な
く
息
が
入
れ
ば
も
う
一
回
了
五
～

二
秒
か
け
て
息
を
吹
き
込
む
。
（
図
4
）

⑦
脈
の
有
無
を
調
べ
る

　
二
回
吹
き
込
ん
だ
ら
頚
動
脈
で
脈
の

有
無
を
五
秒
間
み
る
。
（
図
5
）

⑧
脈
が
な
け
れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

　
人
口
呼
吸

　
手
を
重
ね
、
肘
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し

垂
直
に
十
五
回
圧
迫
す
る
。
圧
迫
の
リ

ズ
ム
は
一
分
間
八
十
～
百
回
と
し
、
深

さ
は
三
・
五
～
五
㎝
と
す
る
。
（
図
6
）

　
十
五
回
圧
迫
後
、
人
口
呼
吸
を
二
回

行
な
い
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
脈
が
戻
る

ま
で
或
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
辛

抱
強
く
続
け
る
。

2
　
　
／

3

、
轟

5図
鰍7

＼

○
日
時
十
月
二
十
二
旦
旦

　
午
後
一
時
～
午
後
四
時
四
十
五
分

o
試
験
会
場
　
仙
台
商
業
高
等
学
校

　
　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
青
葉
山
2

0
受
験
願
書
等
の
郵
送

●
受
験
願
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
は
、
必
要
な
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

　
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
受
験
手
数
料

　
六
千
六
百
円
　
宮
城
県
収
入
証
紙
に

よ
る
こ
と
。
（
国
の
収
入
印
紙
と
間
違
え

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

o
提
出
先
　
宮
城
県
総
務
部
市
町
村
課

　
　
　
　
行
政
第
一
係

〒
九
八
○
－
七
〇
仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
二

〇
受
付
期
間

　
九
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
九
時
～
十
六
時

○
郵
送
に
よ
る
願
書
の
提
出

　
書
留
郵
便
に
よ
り
、
封
筒
の
表
に

「
受
験
願
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　
平
成
七
年
九
月
二
十
日
付
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
．

　
な
お
、
受
験
票
を
送
付
す
る
た
め
、

八
十
円
切
手
を
貼
っ
た
、
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
か
、
　
「
行
政

書
士
試
験
受
験
票
」
の
裏
面
に
五
十
円

切
手
を
は
り
宛
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
．



、
　
　
喜

　
　
　
6

、
曾
芦
　
串
、

じ
㌧
幽

汐
転

．
藁
ヤ
、

乳製品を使った　　　　　　　　　　　Σ二二ニコ

　　　　　　ク　ッ　キング

　　　　　　　　　マも　かんたんグラタン

［
作
り
方
］

①
じ
ゃ
が
い
も
は
、
7
㎜
角
棒
状
に
切

　
り
水
に
さ
ら
す
。
玉
葱
は
、
縦
に
ス

　
ラ
イ
ス
。
べ
ー
コ
ン
は
、
一
口
大
に

　
切
る
。

②
厚
手
の
鍋
又
は
テ
フ
ロ
ン
加
工
フ
ラ

　
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
塗
り
、
0
の
マ

　
カ
ロ
ニ
（
ゆ
で
ず
に
そ
の
ま
ま
）
を

　
入
れ
、
軽
く
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
て

　
チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
を
加
え
る
。

O
A
を
良
く
混
ぜ
合
わ
せ
②
の
上
に
か

　
け
ふ
た
を
し
て
中
火
に
か
け
て
、
湯

　
気
が
上
が
っ
た
ら
弱
火
に
し
2
0
分

　
煮
る
。

④
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
上
に
の
せ
て
火

　
を
止
め
、
み
じ
ん
パ
セ
リ
を
ち
ら
す
。

　材料〈4人分〉

じゃがいも………………3イ固

玉葱……………一…・……1個

4分マカロニ…・・…一100昏

ベーコン……・…………甲甲6枚

ぺ
生クリーム…一・…200cc

牛乳………・……・…300cc

小麦粉・………大サジ3杯

チキンコンソメ…………2個

塩、こしょう……………少々

バター……………大サジ2杯

パセリ………………・…一i本

　ざゆ斎藤妙子さん

　　　（臼石）

白石市食生活改善推進員

Q
、
布
団
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
装

　
っ
て
、
掃
除
機
を
売
り
つ
け
ら

　
れ
た
。

　
昨
日
、
自
宅
に
電
話
で
「
布
団

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
」

と
勧
誘
が
あ
っ
た
。
「
布
団
一
枚
二

百
円
」
と
い
う
の
で
安
い
と
思
い

申
し
込
ん
だ
。
乾
燥
車
が
来
る
の

だ
と
思
っ
て
い
た
ら
夜
六
時
頃
、

二
人
の
男
性
が
訪
れ
、
新
品
の
電

気
掃
除
機
を
か
け
始
め
た
。
「
ゴ
ミ

の
中
に
ダ
ニ
の
フ
ン
が
あ
る
。
こ

の
掃
除
機
は
細
か
い
チ
リ
ま
で
吸

う
の
で
ア
ト
ピ
ー
や
花
粉
症
の
予

防
に
良
い
・
」
と
掃
除
機
を
勧
め
ら

れ
た
。

　
こ
の
と
き
初
め
て
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

夜
も
遅
く
な
っ
た
の
で
、
断
り
き

れ
ず
契
約
し
た
が
解
約
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

A
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
ぎ
ま
す
。

　
こ
れ
は
訪
問
販
売
で
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
昨
日
と
い
う
こ
と
な
の
で
解

約
は
で
き
ま
す
。
い
か
に
も
布
団

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
見
せ
か
け
て

大
の
男
二
人
に
上
が
り
込
ま
れ
た

ら
断
る
の
が
困
難
で
す
。

　
し
か
し
必
要
で
な
い
も
の
は
、

は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
タ
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
八
日
間

以
内
で
あ
れ
ば
解
除
が
で
き
ま
す

の
で
お
早
め
に
。

　
　
　
　
（
消
費
生
活
相
談
室
）

．繍　　　引羅　　、二＿『　ーユ蕊＿＿毒㎜貌π運箪一い一

　1

　　図囹圖回
　●　　　　　　　　　●

に

彩

、
．
．

こんなとき多…，∋グ￥

オフできるでしょうか

轟灘藩羅酋謡、
。
∫
食

　目
／寸　　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖

しょうゆ
サラタ油
マーガリン

牛　　　乳

　タ
ティ！シュペーハー

ラ　　／　プ

並食1袋6～8枚切

規　　　 格

薄力粉1kg
袋入り100g

上白糖1kg
上級濃口l　fボリ容器入リ

ポリ容器入1，700g

カルトン入リソフト225g

紙容器入1〕1，000cc

カルトン入1）2259

400枚1200組1紙箱入1〕

幅30cm、長さ20m

平均価格

147

180

　70
200

275

352

190

185

360

　73
188

対前年同月比

十12

　4
十　5

　4
十37

十　4

＋　8

一18

　6

十　3

高値
165

198

　82
258

298

368

198

216

388

　80
198

安値
135

148

　60
158

248

348

158

168

349

　69
148

アノレミホイノレ

品　 目

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
バーマネント料

タリーニング

カレーライス

灯　　　油

レギュラーガソIIン

軽　　　油
プロノぐンガス

巾畠25cm、長さ8m

規　　　 格

綿化繊用　リン紙箱入『｝
テ　　ずト　ユらゆ

小学生調髪

コーノレドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
182　店豆頁｛面客頁

18セ配達料込価額

12現金
1ゼ現金

10m引

　調査年月日：平成7年8月1日

　　　　高値　　　　　　安値　　対前年同月比

　　
20

　　　　　　　68　　　　　88　80

　　　　　　　448　　　　　598　　　8
560

平均価格

　　　　　　1，500　　十160　　　　2，3001，940

　　　　　　6，300　　　　8，500　　十7407，160

　　　　　　　130　　－21　　　　　180
144

　　　　　650　　　　　　　550　　　0
570

　　　　　　　594
694

　　　　　720　　－115
　　　　　　　810　　　　　774

782
　　－67
　　　　　　　102　　

10

　　　　　U5
109

　　　　　　　68　　　　　78　75　　　6
　　　　　　4，560　　　　5，670　　－385，058

　
近
年
、
寝
た
き
り
の
老
人
を
家
庭
で
　
2
、
床
ず
れ
を
作
ら
な
い
よ
う
に
注
意

看
護
す
る
よ
う
厚
生
省
が
勧
め
て
い
る
　
　
床
ず
れ
か
ら
の
感
染
で
死
亡
す
る
．
』

よ
う
で
す
が
、
在
宅
看
護
に
は
最
低
次
　
と
か
あ
り
ま
す
。
体
位
交
換
と
か
、
床

の
三
条
件
が
必
要
で
す
、
　
　
　
　
　
　
ず
れ
予
防
マ
ッ
ト
の
使
用
、
お
尻
や
背

1
、
家
庭
介
護
者
と
そ
の
支
援
体
制
　
　
部
の
マ
ヅ
サ
ー
ジ
な
ど
で
予
防
し
ま
す
．

　
こ
れ
が
一
番
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
特
に
床
ず
れ
予
防
マ
ッ
ト
の
使
用
が

2
、
患
者
の
病
室
と
家
屋
の
整
備
　
　
　
有
効
で
す
。

　
清
潔
で
日
当
た
り
が
よ
く
、
暖
冷
房
　
3
、
栄
養
に
注
意

装
置
が
あ
り
、
段
差
が
な
く
部
屋
の
中
　
　
年
を
と
っ
て
く
る
と
食
が
細
く
な
り

で
車
椅
子
が
使
用
で
き
れ
ば
理
想
で
す
　
栄
養
や
水
分
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま

3
、
往
診
す
る
医
師
と
そ
の
チ
ー
ム
　
　
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け

　
次
に
看
護
す
る
と
き
の
注
意
点
を
あ
　
て
く
だ
さ
い
。
固
形
物
が
摂
れ
な
い
と

げ
た
い
と
思
い
ま
す
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入
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か
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い
と
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た
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き
は
す
ぐ
に
医
　
こ
ろ
の
小
手
術
な
ど
も
可
能
で
す
。

師
に
相
談
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

寝たきり老人

の在宅看護

堤
医
院

　
　
院
長
堤
栄
昭

講演会

　世界の美術館めぐり
マッサージ無料奉仕

宮城県針・灸・あんま・マッサー

ジ師会白石支部では、次のとおりマ

ッサージの無料奉仕を行ないます．

また、若柳流宝梅会による舞踊の

発表もあ1）ます。お気軽にどうぞ。

○日　時　9月15日働敬老の日

　　　13：00～15：00

0場所
白石市老人福祉センター行雲荘

蔵本薬師堂23　盈25－3660

0対象市内在住の70歳以上の方

ふるさと宮城

　∪夕一ンフェア

世界の美術館や作品についてスラ

イドを使いながら詳しく解説いただ

きます。

O日時　9月10日（日）13：3Q～

○場所しんきんホール（仙南信

用金庫本店3階）

○講　師　渡辺健治先生（共立女子

　　　大学名誉教授）

○演題「世界の美術館めぐり」

o入場料　無料

角田ロケット開発センター、宇宙推進技術研究センター

　　　　　　　　　　　　　　の一般公開について

角田宇宙推進技術研究センター及

び角田ロケット開発センターでは宇宙

の日の9月11日に記念行事を行います。

○日　時9月10日（日）10：00～15130

0会場
角田宇宙推進技術研究センター

角田市君萱字小金沢1

角田ロケット開発センター

角田市神次郎宇高久蔵1番地

○公開施設及び事業

航空宇宙技術研究所

角田宇宙推進技術研究センター

●展示コーナー

●ラムジェットエンジン試験設備

●高圧ターボポンプ試験設備

宇宙開発事業団

角田ロケット開発センター

●管理棟内展示及び試験設備

●映画上映（20分）

●フライングプレーンプレゼント

●模型ロケットの打ち上げ

●空気ロケットの打ち上げ

●風船進呈

○問い合わせ先

角田市宇宙推進技術研究センター

盈0224－68－3111

角田ロケット開発センター

盈0224－68－32！1

宮城県にUターン就職を希望され

る方のため、東京において、宮城県

内企業約40社が参加し合同企業選考

会を開催します。

また、新規就農相談会をあわせて

開催します。

参加は自由ですので、当日会場に

ご来場ください。

○日時9月15日㈱

　　　12＝00～17：00

0場所　中野サンプラザ
東京都中野区中野4－1－1

0問い合わせ

　県就職安定課　就職紹介係

僧022－211－2775

サン・ファン・バウティスタ

　　の県内曳航について

来年夏の（仮称）宮城県帆船ミ

ュージアムのPRの為に県内曳航と

一般公開を行います。

○県内曳航期間　9／27～10／13

0曳航先での一般公開

　●気仙沼港朝日埠頭9／30～10／2

　●仙台港　　　　10／6～10／11

※天候により変更します。

○問い合わせ先（助慶長遣欧施設船

協会費0225－93－9102



』スパッシュランドしろいし，盈29－2326 9月の休館日13・25・26・27・28

白石城落成記念姉妹都市国際親善水泳大会

姉妹都市4市（海老名市、登別市、

ハーストビル市、白石市〉の児童・

生徒が共に集い、スポーツを通じて

更に交流の輪を広げます ，

皆様のご声援をお願いします。

○日時　9目24日卿

　　　9＝00～11：00

0開催場所　スバノシュランドしろ

いし

○内容
●開会式　　9：00

●競技開始　9：30

●種　目

　自由形　50m・100m

　平泳ぎ　50m・100m

　背泳50m・100m
　リレー　　200m

※なお当日の午前中は、ブール利用

ができませんのでご了承ください。

団体利用者の無料送
．迎バス運行について

第4回スパッシュランドしろいし水泳大会

定期運行の他に、白石市内の老入

クラブや各種サークル等の団体の皆

様を対象とした無料送迎バスを運行

いたします。

○運行日　月曜から金曜日　（祝祭日

　　　を除く）
※ご利用は30名様Lリ、ヒでお願いいた

します。　（要電話予約）

会員パス運休のお知らせ

o日時
10月22日〔日〉8130受付

　　　　9：00開会式
○種目
自由形　50m・100m

平泳ぎ　50m・100m

リレー　200m

O参加資格

小・中・高校生、一般（20代、30代、

40代）

○申し込み方法　9月30月吐ぽでに

直接「スバノシュランドしろいし」

にお申し込みください。

※出場者全員に「スパッシュランド

しろいし」の記録証を、また入賞者

には金、銀、銅メダルを贈ります，、

白石城落成記念姉妹都市国際親善

水泳大会のため、9月23日〔土）～9月

24日（日）の2日間運休いたしますので

ご了承ください，、

各種教室開講中

水泳教室、アクアビクス教室、エ

ァロビクス教室、トレーニング教室

を開講しています。初心者の方、お

気軽にお申し込みください。、

片倉家中武家屋敷「旧小関家』岱24－2162

武家屋敷催事『お月見と古文書展』の開催について

教育委員会および自石市文化体育

振興財団では、下記によりお月見と

古文書展を開催いたします、，、みなさ

まのご来場をお待ちしてお仁）ます，、

○期間
9月9日qll－17印円）

○場所　片倉家中武家屋敷「旧小

　　　関家」

○内容
●月見の展示

●中世末か嚇．L戸時代の知行書の

　展示

○入場料

武家屋敷観覧料でご覧いただけま

す。

○問い合わせ先

自石市教育委員会生涯学習課文化

財係且25－2111（内線〉412、413

中央公民館岱26－2453・24－5377

あなたも英会話講座に参加してみませんか

初めての方を対象に開設いたしま
す，二、

○期　間　10月～3月毎週月曜日

　　　午後7時～8時
○場所　中央公民館

○対象中学生工ソ、ヒ15名

○会費　月1、000円

○講　師　脚白石市文化体育振興財

　　　団　ジョン・テイ先生

○申込期間　9月11日～14日まで中

　　　央公民館へ
☆申し込みは午前8時30分～午後

　5時の間にお願いします、
☆定員になレ）次第締め切ります，

　　2㌶－一
襲》㌧’

　　』「鍛
㌧
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働く婦人の家恐25－5095 の
日

月
館

9
休

4・10～15
18・23・24

公開講座のお知らせ

働く婦人の家では、近年の急速な

高齢化社会の中で介護を必要とする

高齢者の増加が見込まれる一方、そ

の担い手としてボランティア活動や

就業を希望する主婦等が増えている

ことから、老人介護講習会を開催し

ております。その講習会の中で次の

3日間を公開講座としますので、ぜ

ひ都合をつけてご参加ください。

○受講料　　無料

○申し込み　開催日の2日前まで直

接働く婦人の家にお申し込みくだ

さい。男性の方、お子様連れの方

もお申し込みください。

日 土
寸

9月11日（月1

午後1時30分

　～3時30分

9月！9日げQ

午後1時

　　一3時
11月8日〔水）

午後1時30分

　　～3時

場　　　所

働く婦人の家

大会議室

働く婦入の家

大会議室

働く婦人の家

大会議室

内　　　容

医学の基礎知識

（老年期の身体機能と

　代表的老人性・疾患）

高齢者・障害者の心理

講演

「みんなの福祉を考える」

講　　　師

銭谷医院

院長

銭谷喜四男先生

仙台市立病院

精神科

菊池陽子先生

ゆうゆうホーム

副施設長

安藤ひろみ先生

特別講座『懐石料理の墓礎』受講生募集

○期　間　平成7年10月～平成8年

3月までの間5回（12月休講）第4

木曜日午後6時30分～8時30分

○場所　働く婦人の家調理室

○内容　お話と調理実習

講師（割烹）大上　今井紘一先生

○参加費用　材料代実費

○定員25名
O申し込み方法　9月6日から受け

付けますので、働く婦人の家に直

接お申し込みください。　（定員に

なり次第締め切ります。）

特別講座『ふるさとの山を観る』“晩秋の霊山；を訪ねる’1受講生募集

○日　時　平成7年10月31日（火）

O場所　伊達郡霊山町「霊山」

○講　師　渡辺信有先生

○参加費用　1，400円（バス代、保険

代等）

○定員25名

○申し込み方法　9月20日（水）午前8

時30分から受付しますので働く婦

入の家に直接ご来館のうえお申し

込みください。　（電話でのお申し

込みはできません。定員になり次

第締め切ります。）

古典芸能伝承の館碧水園岱25－7949

みちのく民謡踊りめぐり

みちのく古くから伝わる民謡を踊

りで訪ねて参ります，、，〔東北六県を

ナレーションで糸召介しながらNHK

新日本紀行風に演出します， ）

O日　時　9月10日（日）13時～14時30分

○入場券　2，000円

○出演西崎緑仙会

碧水園茶会

初めての方もどうぞ！！簡単なむ茶

の飲み方の指導もいたします。

○日時　9月3日1日）、17日（日1

　　　10時一15時
O入場料　お』茶券　400円

國　　　　巽　　　　・…

ひ⑥・ば

L旧RARY　NEWS

日時9月16日（土）13：30～

場所　図書館2階文化室

■新着図書案内30選

1．本を よむ日曜日　　　　　俵　　万稗著

2．ポシティフに自分が変わる本

　　　　　　佐藤　悦子著
3．描かれた荘園の世界

　　　　　国立民族博物館編
4．　「鬼平」の江戸　　　　　今川　f，喜三著

5．国連とはなんだ！　　　　舛添　要一著

6．子別れの心理学　　　　　根ケ山光一一著

7．誰にも聞けない定年退職前後の諸手続

　　　　定年後の生活研究会編
8．いじめ・その発児と新しい克服法

　　　　　　尾木直樹著
9，あなたのカルテを差しあげます

　　　　　　橋本　忠雄著
10．とりたい！！気象予報士

　　　　　　大栄出版編
11．新しい害虫防御のテ7ニノク

　　　　　　林　晃史著
12．朝ラ7弁当　　　　　　　小川　聖子著

13．家づくり得する200の知、恵事典

　　　　　ニユーハウス出片反辛扁
14．地方都市白立・分権への道

　　　　　　酒田　哲著
15．はしめての楽譜　　　　　吉田真由美薯

16．　ホー几ヌレー∫、ダ』ンス

　　　　　　甲斐明子著
17，能入門鑑賞へのいざない
18．H央f象クリエイ　ダーのf士事

　　　　映像塾プロン」クト編
19．ウエイトトレーニンク　　弓導尺　　孝薯

21），京都知の情景　　　　　　沢田ふしー子著

21．青い雨傘　　　　　　　　丸谷　才一著

22．随縁護花　　　　　陳　舜臣著
23，菊饒．　　　　　　　　　　宮尾登美子著

24．朱い旅　　　　　　　　　阿刀田　高著

25，棟居刑事の殺八の衣裳

　　　　　　森村　誠一暑：
26．家族カダロク　　　　赤川次郎著
27．薄荷草の恋（ベバーミントラフ）

　　　　　　田辺聖子著
28．君を送る　　　　　　　　赤川　次郎薯

29．少年時代　上・下

　　　ロバート・R・マキャモン著

　　　　　　／二宮　磐訳
30．チャ1二一ス・マサー　L・下

　　　スチーブン・W・モノシャー著

　　　　　　／池田真．紀予訳

Q開館時問　火曜～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
○休館日9月4日、11日。15日、IB日、

　　23日、25日、30日月末整理日

◎特別休館日のお知らせ

10月1日（♪～、0月10日（月／までばく書期

間（本の虫干し）のためお休みします。



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　の
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白石市外二町組合（宮城県不忘園）

職員募集について
物価通信講座
受講者募集

　平成8年4月に採用する職員を募

集します。

○職種及び人員

　介護員／重度身体障害者の生活介

　助）　若干名

○勤務場所　宮城県不忘園

○身分及び待遇

地方公務員、宮城県給与条例によ

　る。

○受験資格

　昭和44年4月2日から昭和53年4

月1日までに生まれた者で、高校卒

業以上の者、または卒業見込の者

で、健康な者

○試験
第1次試験　9月26日（火）10：00～

　　　　　筆記試験（作文）

第2次試験　平成7年10月中旬

　　　　　10：00～面接・適格性

○受付期間　9月6日～9月19日

○受付時間平日のみ8：30～17：00

0受験申込　不忘園庶務課から申込

用紙を受け取り、必要事項を記入の

上持参のこと。

○問い合わせ先

　白石市大鷹沢大町字若林131

　宮城県不忘園庶務課盈25－3518

ウィメンズ・カレッジinみやぎ

「女性と文化』白石講座受講生募集
　「男女共同参画型社会」における

女性のあり方等に関して、学習を希

望する方に大学と提携して学習の

機会を提供し、女性のリーダー等の

養成を図るために、宮城県教育委員

会ではウィメンズ・カレッジinみや

ぎ「女性と文化」白石講座を開催し

ます。

○日　時

　平成7年9月25日（開講）

　～平成8年1月29日毎週月曜日
（全15回）IO：OO～11：30

0場 所中央公民館
○募集人員　受講生　女性　50名

　　　　　聴講生　男女　若干名

○応募資格

　学習意欲をもち、継続して講座に

参加でき、女性と文化について専門

的学習を希望し、地域・職場・社会

教育施設・女性団体等で活動するこ

とに関心のある方

　㊤受講生　継続して受講できる方

　●聴講生　任意の講義を単発的に

　受講する方。（ただし、会場に余

　辛谷力≦ある場合に匹艮る。）

○受講料　無料（実習等にかかる経

費を負担していただく場合もあ1）ま

す。）

○講　　師

　宮城学院女子大学教官、その他

○応募方法

　往復はかきに、住所・氏名・年齢・

電話番号・職業・所属団体等を記入

して応募してください。

O受付期間　9月1日～9日厳守

○申込先

〒981仙台市青葉区桜ヶ丘9丁目1－1

宮城学院女子大学・同短期大学生涯

センター

○問い合わせ先

　白石市教育委員会生涯学習課

　費25－2111（内線〉409

　担当　村上

鵡　　1　．～罷．．醐一欝麗

1㌔ゴ鍵セ2ジ’佳藻締旙r
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繭．．　、．蓼

　県ではテキストを中心とした家庭

学習「物価通信講座」を開講します。

物価や流通のしくみについて勉強し

たいけど、仕事や育児で忙しい、きっ

かけがない…というみなさん、この

機会にぜひ受講してみませんか。

○対象大河原地方県事務所管内

　　　　在住の18歳以上の方

○定　員　60人（申込多数の場合は

　　　　抽選〉

○期間　平成7年10月下旬

　　　　～平成8年2月下旬
○学習方法

　テキストにより自宅で学習できま

す。テキストのクイズに回答し、簡

単なレポートを提出していただきま

す。開講式・閉講式にスクーリング

を実施します。工場等の施設見学会

「物価バス」に参加できます。

O受講料無料
Q申し込み・問い合わせ先

　電話で市生活環境課恐25－2111（内

線）653へ10月6日（斜までにお申し込

ください。

白石郡山萩太鼓

メンバー募集

臨蕊慧編、，ハ『繍

鰐・　霧　　　縣
翻’　　　籔　　羅

璽璽翼、1瞬

　白石郡山萩太鼓は平成元年に設立

し、平成3年に堂場を作り、佐渡の

鼓童をアレンジして県内外各地で活

躍している創作太鼓集団です。現在

は5人で活躍していますが、もっと

多く人を集めて迫力のある太鼓を目

指しています。

○問い合わせ先

　半田　洋一　岱24－4677

東北電力・電気と料理の教室受講生募集

○日時・内容

　●Aコース（定員15名）

10月4日困　料理教室　　9：30～

11月8日困　七宝焼教室！0：00～

12月6日困　料理教室　　10：00～

1月17日困　料理教室　　10：00～

2月7日困　押し花教室10＝00～

3月6日困　料理教室　　9：30～

●Bコース（定員15名）

10月18日（月〉料理教室　　9：30～

11月15日困　七宝焼教室10：00～

12月20日㈱　料理教室　　10100～

　1月24日㈹　料理教室　　10：00～

　2月14日困　押し花教室10100～

　3月13日困　料理教室　　9：30～

○場　所
　東北電力㈱白石営業所内電気教室

○募集人員　各コース15名（先着順

受付、定員になり次第締め切i）ます。）

○参加費　1人　！，000円

O参加申込　9月18日（月）までに電話

又はFAXで東北電力㈱白石営業所

お客様サービス課（低26－1305・FAX

25－0904）へお願いいたします。

白石地域合同就職面接会参加者募集〃

○日　時　9月26日〔火）

受付12：30～13二〇〇

面接会　13：00～15：00

0場所中央公民館大ホール

o内容
①ハローワーク白石管内の求入事

　業所と求職者との合同面接会

②職業相談コーナー（仕事探しで

　困っている方に）

③職業興味検査コーナー（職業選

　択に活用に）

○参加者　求人事業所　約25社

　　　　求職者　　　約150名

○参加申し込み

●求人事業所については、前もって

求人の申し込みをお願いいたします。

●求職者の方は、求職申し込みをお

願いいたしますが、当日でも受付を

いたします。

○お問い合わせ先

　ハローワータ白石費25－3107

　白石商工会議所　盈26－2191

防衛医科大学校・防衛大学校各学生募集

○受付　9月18日～10月16日
○試験日　11月上旬

O資格高卒（見込）21歳未満の

　　　　男女
看護学生募集

○受　付　9月18日～10月20日

○試験日　10月31日

○資格高卒（見込）22歳未満の

　　　　女子

※詳しくは大河原募集事務所へ

岱0224－53－2185

NHK通信講座受講生募集
　NHKの関連教育団体であるNHK
学園では、俳句、短歌、書道、文学、

写真、絵画、語学、資格のとれる講

座など、趣味と教養の講座を数多く

開講しております。受講の申込は随

時受け付けてお1）ますので、お気軽

にお申し込みください。

　また、通信制高校としてスタート

したNHK学園には3年で卒業でき

る普通科コースと大検に取得単位が

いかせる選科コースとがあり、その

他にも専攻科「杜会福祉コース」も

開設されております。今春からは通

信教育だけで介護福祉士の受験資格

も取得できるようになi）ました。

○問い合わせ先

　〒186国立市富士見台

　　　NHK学園8EO1係

　　　費0425－72－3151

放送による

東北大学開放講座のこ案内

　東北大学の大学教育開放センター

では、毎年放送による開放講座を開

設しておりますが、今年はラジオに

よる「時代を映すアメリカ文学」、

テレビによる「21世紀を拓くエレク

トロニクス」の2講座を開設します。

　受講生として応募してくださる方

々にはテキストも用意しております。

O定　員　両講座とも100名

○応募要件

　学歴は高卒以上またはこれに準ず

る方

o受講料　テキスト代として実費

　　　　（2，500円前後）

○問い合わせ先

　東北大学教育学部

　大学教育開放センター

　〒980－77仙台市青葉区川内

　費022－217－6158

講演会のこ案内

「ストレスとの上手なつ吉あい方』

職場、学校、家庭…どこにだって

ストレスはいっぱいです。

　ストレス社会の中で、心が疲れて

いませんか。そんなあなたにストレ

スに打ち勝つためのマル秘対策を。

o日時
　受付
　講演
○場所

○内容

○講師

Q参加料

o主催

9月3Q日仕）

13：00～13：30

13：30～15：00

仙南信用金庫本店

「しんきんホール」

ストレスとの上手なつき

あい方（仮題）

仙台市立病院神経精神科

部　長　浅野　弘毅先生

500円
宮城県看護協会白石支部

○問い合わせ先

　公立刈田綜合病院総婦長室

　僧25－2145（内線）330
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9月3日

　内科柿崎医院
　外科刈田病院
　歯科広瀬歯科医院
9月10日

　内科亘理医院
　外科刈田病院
　歯科岩田歯科医院
9月15日

　内科大沼医院
　外科堤　　医　　院

　歯科小野歯科医院
9月17日

　内科　三浦クリニッタ

　外科　刈　田　病　院

　歯科　高沢歯科医院

9月23日

　内科広瀬医院
　外科橋本医院
　歯科　高橋歯科医院

9月24日

　内科海上医院
　外科銭谷医院
　歯科富岡歯科医院
10月1日

　内科梅津内科医院

　外科刈田病院
　歯科真壁歯科医院

岱25－2210

盈25－2145

盈26－1871

盈25－8501

盈25－2145

盈25－2191

盈25－2502

智25－1181

岱25－8007

智25－6854

a25－2145

盈25－5220

盈25－0238

低25－1616

盈26－3543

岱25－1501

2至25－2010

盈24－4362

盈24－3571

費25－2145

a32－3122

※都合によ『）変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで

人口42，050人（前月比）一29

聯20・672　辱21・378
世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
書12，475　　　7月31日現在

48回全国植樹祭のお知らせ

全国植樹祭は、戦中戦後の度重な

る森林伐採によ1）荒廃した国土の復

旧をめざすために、昭和25年の山梨

県での開催を皮切1）に、国土緑化の

中心行事として毎年各県持ち回りで

開催されている行事です。

　天皇皇后両陛下のご臨席のもと、

全国からの参加者による記念行事を

通して国民の森林や緑に対する理解

を深め、国土保全、森林資源の確

保、環境緑化の推進などに寄与して

います。

○開催方針

　県民一人ひと1）が「みど1）の創出」

に参加できる貴重な機会として、次

の5つの方針のもとに開催されます。

●みどりを愛する心を一つにして、

森林（もり）づくりを進めます。

　　　　　　　　　第娼回全国植同祭
●小さなみど1）を世界に広げ、地球

のみどりを守ります。

●森林（も『））とのふれあいを通し

て、自然の大切さを学び伝え
　ます。

●地域文化を育んできた山村・林業

の振興に努めます。

●次代を担う青少年の参加によ1）、

みどりを未来につなぎます。

○主催
㈹国緑化推進機構・宮城県

○開催時期　平成9年春

○場所国立南蔵王青少年野営場

○参加者　約12，000人

○問い合わせ先

　白石市総務部全国植樹祭推進室

岱25－2111（内線）372

月10日は全国下水道促進デーです

街が生き　暮らしがはずむ

今回は第35回で、全国規模で行事

等が開催されます。

◎処理区域内全戸が水洗化すること

　によって、住みよい街がつくれます。

※平成7年度下水道事業受益者負担

　金（第2期）の納期限は平成7年

　10月2日です。期限内に納めまし

　ょう。

◎◎

）圓

下水道

・◎

・）
」
榊

平成7年度下水道排水設備工事責任技術者試験

○日時11月15日因13：30～

o会　場　宮城県民会館ほか

o受験料　3，QQO円

○申し込み方法・問い合わせ先

　10月2日～10月13日まで市土木部

下水道課暦25－2！11（内線）271へお申

し込みください。

◆受験講習（希望者のみ）

O日時11月2日困9100～
○会場　宮城県民会館ほか

○受講料　5，000円

市内の交通事故糊欝
　事故発生件数　　59件（449件）

　死亡者数　　0人（0人）

　負傷者数　12人（101人）

　物損件数　49件（365件）

9回みやぎ蔵王高原マラソン
大会にこ声援ください

第9回みやぎ蔵王高原マラソンが

9月15日㈱に開催されます。スター

ト及びゴールは、国立南蔵王青少年

野営場にな『）ます。

　高低差の大きい厳しいコース

（3km、5km、10km、20km、ヘルス

パイオニアコース約5km、親子ペア

3km）に豪脚、健脚が競われます。

みなさんの温かいご支援をお待ち

しています。

なお、当日は午前10時から12時ま

で、交通が規制されますのでご協力

ください。

o問い合わせ先

みやぎ蔵王高原マラソン大会事務

局（教育委員会内）費25－2111（内

線）412・413へ

問歯科健康診査のおしらせ

　白石市では、平成7年度から新規

事業として「訪問歯科健康診査」を

実施いたします。

　寝たき1）や歩行困難等によ1）自宅

で療養中の方で「虫歯や歯がグラグ

ラして食べ物がうまく噛めない」、

「口臭があり、口の中の清潔が保たれ

ない」、「入れ歯の調子が悪い」など

の心配のある方、一度お口の中を点

緊急情報

　　ニセ集金人に

　　　　　　　こ用心

○水道事業所からのお知らせ

最近、水道事業所職員と称し、ニ

セ集金員が「水道使用水量等のお知

らせ」を持参し、皆様から直接集金

する事例が発生しました。

　「水道使用水量等のお知らせ」で

の集金は一切いたしてお1）ませんの

で、ご注意ください。

　なお、不審に思われた場合は、水

道事業所（宜25－5522）へ照会をお

願いします。

検してみませんか。

○期　日　9月20日困

○対象白石市在住で寝たきり・

　　　　歩行困難者

o健診担当　白石歯科医師会、白石

　　　　市保健課
○申込先　白石市民生部保健課

　　　　盈25－2111（内線）606・607

石陽光園まつりのお知らせ

10：30～14：30〔小雨決行）

○場所　白石陽光園グラウンド

○問い合わせ先

　白石陽光園盈25－9511

　　井戸端会議
「つくしひろば』ただ今開設中／

みなさまと楽しい一日を過ごした

く、多くのコーナーを設けて参加を

お待ちしてお1）ます。

○日時10月1日（日）

「つくしひろば」は、子育て中の方、

またはこれから親になる方々の情報

交換、仲間づくりをはかります。

　お子様連れでお好きな時間に参加

できます。どうぞお気軽にご利用く

ださい。

○開設期間　平成7年6月よ1）！2月

　までの毎週火曜日、午前10時から

　午後3時まで
　（都合により期間が短くな1）ました）

○開設場所　市中央公民館の図書室

藩1贔欝、，鍍

　　　　　　　　　　　　　　’

10月1日（日）は、国勢調査の日です

10月1日、全国一斉に国勢調査が

行われます。国勢調査の結果は、福

祉、雇用、住宅対策など、国や都道府

県・市区町村の行政に利用されます。

　9月下旬から、調査員が皆様のお

宅に伺いますので、ご協力をお願い

いたします。

　調査票は、そのままコンピュー

ターが読みとりますので、折った

1）、丸めた1）しないよう大切に扱っ

てください。

　なお、記入内容は、法律により統

計以外の目的に使用することを固く

禁じられていますので、安心してご

協力ください。

○問い合わせ先

　市企画財政課　統計係

　a25－2111（内線）362

国勢調査では、生まれたばかりの赤

ちゃんもすべて調査の対象になりま

す。「センサスくん」は、まだよちよち

歩きの幼1，巳ですが、右手に鉛筆を持っ

て、国勢調査への参加をすべての入に

呼びかけています。

　国勢調査の結果は、21世紀に向け

て、「センサスくん」たちの未来を設計

するための大切な資料となります。
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感剣厳藍
市内の城南町に住む佐藤ヨネさん

（70歳）は、自筆の「敬老数え歌」

を大平9区内のお年寄り25人に配布

しました。佐藤さんは現在、和服の

アドバイザーとして全国をまわる多

忙な毎日を送っています。

　「築館のお客様のお宅に額に入れ

て飾ってあったんです。あんま1）良

いものだったんで、手持ちの紙に写

させてもらったんですよ。」

戦後福島から白石に嫁いでからは

自分が生きていくので必死だったと

いいます。

　「八にお世話になったことはあっ

ても、お世話したことはないって感

じですからね（笑）。これを見たとき

に少しは皆さんのお役にたてるんじ

ゃないかと思ったんです。」

　9段の腕前を誇る毛筆で書かれた

敬老数え歌はロコミでひろまi）、

り

60枚を超える枚数を書いたそうです。

「仕事を止めて家の中にいたら、腐

ってしまいますよ（笑）。」

　人と会うのが大好きだという佐藤

さんは、休日でも自転車で友八のと

ころに出かけるといいます。とても

70歳には見えない若さの秘訣です。
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高橋　誠隼君（8ヶ月）

　　　　　　（郡山）

　　誠蔵さん、久美子さんの長男

ママからひとこと

素直でいい子に育ってね。

パパからひとこと

誠実で丈夫な子に。

謡瀦轡

市 長

人権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活
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無料法律

障　害　者

青　少　年

農 家

こころの相談
（精神保健）

税務相談

謹

14

14

14

14

5・25
14

毎週月・水・金

リオン

7・22
ニホン

29

14

11

　毎週
月・火・木・金

8

　5
（原則第1火）

14

囎
晒
騒

離

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～15＝00

10：00～12：00

9：00～15＝00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11＝30

10＝00～15：00

10＝00～15：00

9＝OO～17＝（）0

10＝00～12：00

9：00～11：00

10＝00～15＝00

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　⑫2

第2会議室　＠2
福祉事務所内相談室　⑧1

第3会議室　＠3
健康センター
1階生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　＠4

第3会議室　＠3

青少年相談センター　＠4，

市民室　⑫1

健康センター

第2会議室


